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Webサービスの魅力と特徴

Webサービスとは、インターネットを通

じてさまざまなコンポーネント化されたサー

バー向けソフトウェアを呼び出し、それらを

組み合わせてアプリケーションを構築できる

環境を表す広義の概念である。大雑把に言え

ば、ブラウザを利用しないシステムからでも

Webシステムにアクセスする方法を標準化

したものである。

Webサービスの魅力を一言で言うと、オ

ープンでシンプルな共通の技術・仕組みを利

用することにより、インターネット越しのシ

ステム間連携のコストを削減できることであ

る。すなわち、すべてを自社開発する必要が

なく、他社で有用なサービスがあれば簡単に

利用できる環境が提供されるのである。

Webサービスにおけるソフトウェアの機

能の呼び出し手順を定めたものがSOAP（シ

ンプルなオブジェクト呼び出し手順）で、事

実上の標準となっている。SOAPで伝送され

るデータはXML（拡張可能なマークアップ

言語）で記述される。XMLでのデータ交換

はとくに目新しいものではないが、SOAPの

最大の意義は「標準」ということにある。す

でに数多くの製品がSOAPのインタフェース

をもつようになってきており、安価あるいは

無償で手に入る通信コンポーネントが着実に

増えてきている。

SOAPは、XMLによってデータをそのま

ま伝達するメッセージングを可能にしつつ、

RPC（リモートプロシージャコール：別のコ

ンピュータのプロセスを呼び出して利用する

こと）としての仕様も定めており、RPC形式

の利用ではXMLを意識する必要がない。ま

た、プロトコルがテキストベースであるため

実装する言語を選ばず、接続時の検証も楽で

ある。

Webサービスの標準化動向や技術動向

SOAPは現在SOAP1.2の仕様制定中であ

り、一部の製品ではすでに対応を始めている。

SOAPに欠けているトランザクション管理や

セキュリティ面を補う動きも現れており、ま

た課金の仕組みやルーティング（経路制御）

の仕様の提案もなされてきている。たとえば

2002年 4月にはマイクロソフト、IBM、ベリ

サインの 3社がSOAPのセキュリティ仕様と

してのWS-Securityの策定で協力を表明し

た。国内でも北海道を中心に産学共同の

Webサービスの普及に向けて

ユビキタス・ネットワーク時代におけるシステム連携の手段として、またシステム構築の変

革の方法として、Webサービスが注目されている。本稿では、Webサービスの普及に向けて、

Webサービスの魅力や、その技術の特徴、標準化などの技術的な動向について述べ、あわせて

効果的な活用方法について考える。
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「OpenSOAP Project」が動き始め、トラン

ザクション管理の実装を計画している。

SOAPでのデータ交換のインタフェースを

定義するWSDL（Web Service Description

Language）は今夏、現バージョンが明文化

される予定である。また、相互接続性を検証

するWS-I（Web Services Interoperability

Organization）のような団体が、さまざまな

製品で接続テストを行っている。製品間の接

続で問題が生じなければインタフェースを確

実に合わせることができ、XML構造を意識

せずにSOAPコンポーネント開発が可能にな

り接続性がより高まるものと期待される。

UDDI（インターネット上に分散するサー

ビスの登録・検索ディレクトリ）に関しては

2001年 6月にV2の仕様が発表されている。

それ以降、標準化や製品について大きな進展

はないが、検索項目やセキュリティの強化を

行ったV3の仕様が2002年 7月に発表される

予定である。

利用が始まったWebサービス

すでにWebサービスの利用事例も出てき

ており、社内システムを実験的にWebサー

ビス化したり、Web検索サイトにWebサー

ビスのインタフェースを追加したものなどが

ある。また、B2B（企業対企業）での在庫管

理への適用、ファンクラブサービスのような

実システムのプロトタイプ的サービスもみら

れる。さらに、Webサイトの決済用コンポ

ーネントとしての利用や、チケット手配サー

ビス、オンライン商品システムと在庫管理シ

ステムとの連携など実稼動しているシステム

もある。

NRI（野村総合研究所）でも、Webサービ

スを利用したファイル集配信システム

「iGalaxy」を稼動させている。これはファイ

ル集配信のフォーマットにSOAPを採用した

もので、トランザクション管理も実現し、ま

た短工期でファイアウォール越しの企業間通

信を可能にしたものである。

さらにNRIではSOAPでの認証方式、メッ

セージ暗号化、Webサービスを利用したシ

ングルサインオンの実現方式の検討などさま

ざまな技術検証を行っており、現在いくつか

の実プロジェクトへの適用も検討している。

Webサービスの意義

Webサービス技術は単なるコンポーネン

ト公開・再利用技術ではない。インターネッ

ト越しに細分化されたコンポーネント単位の

通信を行えば、処理性能的に破綻するのは明

らかである。Webサービスの最大の意義は、

Webシステムの機能単位での共有、すなわ

ちサービスの共有である。サービスとして公

開する単位をどのように考えるかがWebサ

ービス設計の肝であり、インターネットを介

して共有できるサービスコンテンツを数多く

持てるところこそ、Webサービス市場での

強者となれるであろう。 ■
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